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ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 日 月 火 水 木 金 土

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

■
黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

両
陛
下
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
嬉
し
秋
小
草　
　

吉
泉
守
峰

秋
深
し
う
た
た
寝
の
部
屋
ジ
ャ
ズ
流
る　

松
尾
満
留
美

稲
架
掛
け
の
足
だ
け
を
見
る
棚
田
か
な　

青
木
早
弓

一
と
日
終
へ
柚
子
を
し
ぼ
り
て
鍋
囲
む　

東
野
蓉
子

籾
殻
焼
く
耳
納
連
山
燻
ら
せ
て　
　
　
　

寺
田
睦
子

自
然
薯
や
曲
り
し
ま
ま
に
筋
通
す　
　

松
尾
ア
サ
子

吊
り
橋
の
紅
葉
散
る
音
滝
の
音　
　
　

野
崎
万
智
子

日
の
出
入
り
山
か
ら
山
へ
峡
の
秋　
　
　

鍋
島
翔
山

■
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

時
雨
来
て
高
圧
線
の
重
さ
知
る　
　
　
　

吉
泉
守
峰

ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
時
雨
の
後
の
虹　
　

城
後
正
子

大
阿
蘇
の
芒
の
海
を
さ
ま
よ
へ
り　
　
　

大
坪
清
香

深
耕
や
春
に
託
し
て
夢
を
蒔
く　
　
　

倉
ノ
下
和
代

褐
色
の
濡
れ
葉
の
中
に
冬
菫　
　
　
　

荒
川
ミ
ヤ
子

し
ぐ
る
る
や
急
ぐ
こ
と
な
し
畑
仕
事　
　

大
坪
延
子

在
り
し
日
の
母
の
手
鏡
秋
惜
し
む　
　
　

中
村
境
子

■
八
女
紫
苑
句
会

合
掌
の
千
手
観
音
山
装
ふ　
　
　
　
　

松
延
み
さ
と

太
陽
の
恵
み
の
ぎ
ゅ
っ
と
柿
美
し　
　
　

松
﨑
伸
子

茶
の
花
や
古
墳
丘
陵
つ
づ
く
道　
　
　
　

牛
島
景
子

出
来
映
え
を
自
画
自
賛
し
て
冬
菜
畑　
　

堤
多
鶴
子

■
立
花
町
立
花
俳
句
会

虹
彩
を
誘
ひ
込
ん
だ
る
時
雨
か
な　
　
　

吉
泉
守
峰

謡
曲
の
声
流
れ
く
る
夜
長
か
な　
　
　
　
　

樋
口
力

煎
餅
を
目
ざ
し
て
た
む
ろ
秋
の
鹿　
　
　
　

原
宜
子

月
明
り
連
山
す
べ
て
包
み
込
む　
　
　

中
尾
カ
ヲ
ル

帰
り
花
幼
馴
染
み
の
ふ
と
浮
か
ぶ　
　

西
島
志
乃
芙

山
茶
花
や
入
相
の
鐘
は
ら
は
ら
と　
　
　

武
田
行
夫

今
朝
の
霧
三
号
線
も
静
か
な
り　
　
　

中
村
テ
ル
ヨ

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

岩
山
は
噴
火
の
名
残
冬
紅
葉　
　
　
　
　

水
本
辰
次

小
春
日
の
如
き
老
母
の
笑
顔
か
な　
　

原
口
あ
つ
美

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
全
山
夕
紅
葉　
　
　

松
延
朝
美

そ
の
先
は
紅
葉
の
精
の
舞
ひ
お
り
ぬ　

一
瀬
砂
智
子

古
着
屋
の
軒
を
借
り
た
る
初
時
雨　
　
　

水
本
艶
子

渓
谷
の
岩
に
舞
ひ
散
る
紅
葉
か
な　
　
　

田
川
義
己

湯
け
む
り
の
屋
根
重
な
り
て
紅
葉
宿　
　

柴
田
眞
理

暇
な
身
の
日
を
確
か
む
る
小
春
か
な　
　
　

酒
井
司

1
11月22日

友引

8
29 日
先負

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

15
6 日
大安

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

22
13 日
赤口

29
20 日
先勝

2
23 日
先負

9
30 日
仏滅

16
7 日
赤口

大篭痩せ仏様縁日
（八女市大篭行政区）
ぜんざいあり

恋来サンコアまつり
（〜17日・サンコア）

23
14 日
先勝

人生史サークル黄櫨の会
（福祉会館）

30
21 日
仏滅

川﨑病院ミニ健康教室
（14：00〜15：00）
「認知症の方への対応」
川﨑病院  要予約 ☎23-3005

7
28 日
友引

14
5 日
仏滅

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

21
12 日
大安

28
19 日
赤口

6
27 日
先勝

13
4 日
先負

なんでも人権相談所
（筑後市中央公民館）

20
11 日
仏滅

27
18 日
大安

5
26 日
赤口

12
3 日
友引

19
10 日
先負

26
17 日
仏滅

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

4
25 日
大安

11
2 日
先勝

三社詣りウォーク
（八女歩こう会）

18
9 日
友引

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

25
16 日
先負24 15 日

友引

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

31 22 日
先負

3
24 日
仏滅

10
12月１日

赤口

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

十日恵比須大祭
（筑後市羽犬塚  六所宮）

17
8 日
先勝

ニューイヤーコンサート
「パギャグニーニ」

（サザンクス筑後・17：30〜）

２

元日

成人の日

心配ごと相談（八女市）
八女市社会福祉会館　１月６日・20日
黒 木 町 ふ じ の 里　１月６日・20日
上陽町地域福祉センター　１月13日・27日
立 花 町 か が や き　１月13日・27日

法律相談（要予約）
八女市社会福祉会館　１月８日
黒 木 町 ふ じ の 里　１月15日
上陽町地域福祉センター　１月22日

司法書士相談
黒 木 町 ふ じ の 里　１月８日
八女市社会福祉会館　１月15日

筑後市
心配ごと相談
　毎週木曜日／総合福祉センター

くるぎふるさと日曜市　毎週日曜日

上陽ふるさと市　　　毎週土曜日
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●おはなし会　筑後市立図書館
　毎週土曜日　午前11：00〜（約30分）
　１月２日はお休み

●ゆっくり読書タイム　筑後市立図書館
　１月12日（火）　9：30〜15：00
　要予約・無料

●川村みゆきさんの多面体折り紙講座
　①１月30日　②２月10日　③２月17日
　14：00〜16：00　サンコア
　要予約　①100円　②③200円
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

呟き

年
賀
状

　
「
今
伝
え
た
い
感
動
！
今
自

分
の
心
を
打
っ
た
！
…
と
そ
の

一
コ
マ
を
切
り
取
っ
て
一
枚
の

作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
」

と
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
が
な
か
な
か
思
う
様
に
描
け

ま
せ
ん
。
真
剣
に
描
く
物
と
対

話
し
見
つ
め
な
が
ら
「
へ
た
で

い
い
、
へ
た
が
い
い
」
の
絵
手

紙
の
心
に
後
押
し
さ
れ
何
と
か

教
室
の
皆
さ
ん
の
後
を
追
い
か

け
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

筑後市西牟田

田島　すがき

　　演習林体験実習　　　　　　　　　　　八女農業高等学校

　
　
　
「
年
賀
状
は
贈
り
物
で
す
」

郵
便
局
か
ら
の
粋
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
。
書
く
の
は
苦
に
な
る
が

読
む
時
は
多
い
ほ
ど
嬉
し
い
の
が

年
賀
状
。「
賀
状
入
れ
ポ
ト
リ
と
春

の
着
い
た
音
」
安
達
昇
。

　

今
年
も
ず
っ
し
り
と
重
い
朝
刊

と
年
賀
状
の
束
で
幕
を
開
け
た
。
ほ

ろ
酔
い
気
分
で
目
を
通
す
時
、
生

き
て
い
る
、
日
本
人
で
よ
か
っ
た

と
思
う
至
福
の
時
で
あ
る
。

　

ゆ
っ
く
り
と
め
く
る
賀
状
の
中

に
と
っ
さ
に
思
い
出
せ
な
い
差
し

出
し
人
を
発
見
す
る
。
妻
に
指
摘

さ
れ
て
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
人
だ

と
気
づ
く
。
旅
の
思
い
出
が
静
か

に
蘇
っ
て
く
る
。

　

一
方
、
年
末
に
遺
族
か
ら
届
い

た
喪
中
の
あ
い
さ
つ
を
見
る
と
生

前
に
も
っ
と
会
っ
て
も
っ
と
話
を

聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や

ま
れ
る
。「
一
期
一
会
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
茶
道
で
は
今
日
の
出

会
い
は
生
涯
二
度
と
な
い
か
も
知

れ
な
い
。
だ
か
ら
い
つ
誰
に
対
し

て
も
準
備
を
整
え
て
真
心
を
も
っ

て
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
教
え
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
茶
事
に
限
る
こ
と
で
は

な
い
。
相
手
の
顔
を
思
い
な
が
ら

賀
状
を
手
に
す
る
時
、
共
に
過
ご

し
た
人
と
の
場
面
が
浮
か
ん
で
き

て
な
つ
か
し
い
。

　

ど
の
人
と
の
出
会
い
も
今
の
自

分
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い

る
。
人
間
と
し
て
成
長
す
る
途
中

会
っ
て
は
別
れ
た
人
が
ど
ん
な
人

で
あ
っ
た
か
で
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
旅
先
で
出
会
っ
た
人
、
長
く
音

信
の
と
絶
え
て
い
た
友
、
今
年
は

会
お
う
と
毎
年
書
き
送
る
人
…
年

に
一
度
の
賀
状
と
い
う
「
贈
り
物
」

の
や
り
と
り
は
新
し
い
年
へ
一
歩

踏
み
出
す
私
に
大
き
な
力
を
与
え

て
く
れ
る
。
今
年
も
多
く
の
人
と
の

出
会
い
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
い
か

な
る
時
も
失
礼
な
き
よ
う
誠
意
を

も
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

は
る
お

　昨年 11 月に黒木町の本校演習林で、１年生全員で間伐や下草刈りを
行いました。本校演習林は１９４０年に生徒及び職員によって植林され、
１９５１年本校創立５０周年記念事業として同窓会で購入しています。
午前中は黒木町中央公民館で、ふくおか森林インストラクター会の方か
ら、森林の役割や役目の講義をしていただきました。午後からは演習林
に入り実習を行いました。女子生徒は、長鎌を使ってシダやいばら等の
下草を丁寧に刈っていき、男子生徒は、チェーンソーや鋸を使って間伐
をしました。初めて間伐をするので、切り方や間伐方法を八女森林組合
の方から教わりながら行いました。同窓会やＰＴＡの方々も多数参加さ
れて一緒に山の手入れをすることができました。

１月の校内販売所（みらい館）の開館日
５日㈫、12日㈫、15日㈮、19日㈫、22日㈮、26日㈫、29日㈮
販売時間は、10時30分〜12時30分です。多くの皆様のお越しを心からお
待ちしています。

野鳥ウォッチング　⑫　　オシドリ

　毎年 10 月頃になると
日向神ダムに数十羽のオ
シドリがやってきます。
　水生昆虫も食べますが、
大好物はドングリやカシ
の実です。夕暮れ時にな
ると広葉樹林のある森へ
と移動します。
　「クエ、クエ」と鳴き非
常に敏感な鳥です。
　矢部村　栗原　浩暢

　昨年も健闘よく私たちを楽しませてくれ
た八女市出身のプロゴルファー馬場ゆかり
選手と妹由美子選手のオリジナルカレン
ダーを抽選で 10 名の方へプレゼントしま
す。ご希望の方はハガキに住所、氏名を明
記の上、東兄弟迄（応募多数の場合は抽選）
応募締め切り　1 月 10 日

（※直接弊社に受け取りに来られる方限定とさせ
ていただきます。当選者にはハガキで通知します）

健康万歳  ⑰　　冬場の感染症対策
　11 月末頃より年明け 1 〜 2 月にかけてインフルエンザの流行時期を
迎える。通常Ａ型（香港型とソ連型）とＢ型のウイルスによる呼吸器感
染症だが、いずれも 1 〜 2 日間の潜伏期の後に突然 38 度以上の高熱と
頭痛、咽頭痛、咳などの風邪症状が出る。
　単なる風邪は発熱や咳も軽微なことが多く、3 日ほどの安静で軽快す
ることが多い。昔の人は「甘酒でも飲んで 3 日寝ておれば治る」と言っ
たが的を射ていると言ってよい。一時的にクスリで症状を押さえ込むの
は寧ろ病気を長引かせる結果になる。殆どがウイルス感染なので抗生物
質の効き目はない。
　高熱であればインフルエンザを疑ったが良い。簡単なテストで感染が
何型か判定できて服薬などで対応すれば 1 週間程度で完治する場合が多
いが、高齢者や乳幼児などの生活弱者では細菌による二次感染を起こす
こともあるので特に注意を要する。
　最近の統計では高齢者の肺炎による死亡率が高くなっているのも注目
すべきである。予防接種は早めに済ませておいたが良い。
　鳥インフルエンザも時に話題になることがあるが鳥から人への感染は
あっても人から人への感染は限定的である。
　予防の為のうがいやマスクは余り当てにならない。頻繁な手洗いは効
果があるが、流行時期には人混みの中は避けることだ。
　また、この時期になるとノロウイルスによる集団食中毒、嘔吐や下痢
など特に高齢者施設などで猛威を振るう。おむつ交換時などの衛生面で
の不注意から爆発的に感染が広がる。健康な成人であればさして問題に
ならないが、抵抗力の無い老人では肺炎を併発し死に至ることも稀では
ない。食品加熱。手洗い、調理器具などの消毒を怠らずに、汚物処理の
際にはゴム手袋使用などで注意して行なうことが肝腎である。この場合
にはマスクが有効である。消毒にはハイターやブルーチの他、噴霧用も
市販されている。発症したら脱水を起こし易いので体液管理を忘れずに。
　　　　　　　　　　　　　　　　　林　栄一（医師・八女市立花町）

　皆様、新年あけましておめでとうございます。
　八女警察署生活安全課防犯係の内野と申します。
　今月号では、現在、非常に深刻な問題となってい
る「ニセ電話詐欺」についてお話します。　
　昨年、福岡県内ではニセ電話詐欺の被害額が約
18 億円となり過去最悪の被害が出ました。　
　八女警察署管内でもオレオレ詐欺や還付金詐欺な
どで被害が出ました。
　八女警察署におきましても、老人会や各種キャン
ペーン等における広報活動、ＦＭ八女の協力による
防災ラジオを活用した広報活動など各種対策を講じ
てきましたが、まだまだ十分ではありません。

　最近のニセ電話詐欺の手口としては、息子などをかたり、「会社のお金を
使い込んだ。すぐに返さないと会社をクビになる。」などと言って、県外の
遠方まで現金を持って来させて騙し取る「現金受取り型の手口」が増加して
います。
　今年も引き続き八女警察署では、ニセ電話詐欺撲滅に向けて対策を強化し
ていきますので、ご協力をお願いします。

こんにちは。
八女警察署です。

⑲
楽
し
い

絵
手
紙

馬場ゆかり・由美子姉妹
カレンダープレゼント

講義の様子（黒木町中央公民館） チェーンソーによる間伐作業 長鎌による刈払い様子
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シネマ今昔物語　「007 スペクター」の巻
　12 月 4 日から「007 スペクター」が公開されています。「スターウォー
ズ　フォースの覚醒」とともにお正月映画の目玉ですね。6 代目ボンド
のダニエル・クレイグも 4 作目で、もう、すっかり板に付いていますが、
6 代目の候補として、ダニエルの名前が挙がったときには、世界中のボ
ンドファンが猛反対しました。なぜかというと、彼の金髪、碧眼がネッ
クだったのです。というのは、ボンド映画では、金髪、碧眼は悪玉の象
徴だったからです。2 作目で、列車の中でボンドを襲うロバート・ショー
演じる殺し屋もそうでした。だから、金髪、碧眼のダニエルを見たとき、
ファンは「あれではスペクターの殺し屋ではないか」と思ったのです。
しかし、製作者の英断でダニエルに決まり、「カジノロワイヤル」という
名作が誕生し、ファンの心配は杞憂に終わりました。ダニエルの風貌は
往年のスティーブ・マックイーンを思わせるものがあります。それに合
わせてボンドの設定も変わりつつあります。
美女を見るや、手当たり次第にものにして
いた以前のボンドとは異なり、ダニエル演
ずるボンドはストイックで、一人の女性を
真剣に愛します。世界中が深刻な問題を抱
えている今、遊び人で奔放な主人公は、も
う受けなくなってしまったのかもしれませ
ん。ところで、今回の副題は「スペクター」
です。スペクターはかつてのボンドの宿敵
の秘密結社の名前です。この副題から原点
に返ろうという意志も読みとれます。6 人
のボンドを見比べてみるのも面白いかもし
れませんよ。（R.I）

Facebookでコミュニティを楽しもう　⑨

　現在はスマートフォン全盛の時代です。多くの方が携帯電話をスマー
トフォンに替え、以前はコンピュータが無いと出来なかったさまざま
なことが手元で出来る、すごい！「未来」だ！とか思っています。
　小欄でご紹介している Facebook（以下 FB）もその流れに乗じるよ
うにユーザーを増やしてきました。スマートフォン難しい、と思って
いる方も少しだけ頑張って FB の世界に足を踏み入れてほしいと思いま
す。
　以前は手紙、電話、と、相手を意識して働きかけなければ不可能だっ
た「友達とのつながり」を FB によって手元で確認する。どうでしょう。
今よりも少し豊かな文化のように感じませんか？
　さまざまな「人の思い」がインターネット上で触れあって、新しい
変化が起こることもある FB の世界に少し近づいてみましょうよ。

Takashi MATSUO

薩摩焼酎・黒糖焼酎大試飲会
―鹿児島県産焼酎83蔵元約660銘柄―

●日時／1月20日㈬13時〜20時
●会場／ソラリア西鉄ホテル  ・主催／南九州酒販㈱
●チケット／当日券1500円、  前売券1,000円
　味わいの異なる各々の蔵の特性を思う存分ご堪能で
きます。楽しいイベント盛り沢山。来場者全員に厳選
焼酎 720㎖や特製焼酎グラスのプレゼントもあります。
＊４名の方へ招待券プレゼント（お一人様１枚）
※応募方法は４頁読者プレゼントによる

黄櫨新春特別号③平成 28 年度版発刊
　直木賞作家・安部龍太郎先生の「まえがき」を劈頭に置く本誌は日
本一贅沢な本であり、執筆者 27 名は日本一の
幸せ者と云えます。
今年も新年に寄せる熱い思いを満載した原稿を
頂きました。人間いくつになっても志さえ失な
わなければ歳は関係ないことがよく分かります。
　　――  本誌「あとがき」より
　年の始めに、生きる知恵と勇気を与えてくれ
る一冊です。お正月休みにご一読下さい。
　Ｂ 6 判ソフト表紙　1 冊 540 円
　お申し込み　㈱東兄弟〒 834-0025
　八女市祈祷院 563　☎ 24-2111

　

私
の
押
し

花
作
品
「
華

や
ぎ
」
は
、

八
女
押
し
花

会
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
表

せ
た
ら
と
思
っ
て
、
作
り
ま
し
た
。

　

何
故
な
ら
、
作
品
の
主
な
花
材
で
あ
る
大
き

な
見
事
な
ボ
タ
ン
の
花
、
凜
と
し
て
趣
き
の
あ

る
黒
竹
、小
さ
い
け
ど
存
在
感
あ
る
ム
ベ
の
花
、

全
て
会
の
方
た
ち
に
い
た
だ
き
、
心
を
こ
め
て

綺
麗
に
仕
上
が
る
よ
う
に
押
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
バ
ッ
ク
の
和
紙
選
び
、
花
の
組

み
合
わ
せ
、
色
調
な
ど
に
つ
い
て
、
伊
藤
先
生

を
は
じ
め
仲
間
の
人
達
か
ら
温
か
い
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

制
作
し
終
え
た
時
、
何
と
も
言
え
な
い
満
足

感
を
味
わ
え
ま
し
た
。

　

押
し
花
会
で
は
、
毎
月
、
べ
ん
が
ら
村
で
作

品
展
示
会
を
開
き
、
お
互
い
に
鑑
賞
し
合
い
、

高
め
合
っ
て
い
ま
す
。

八女市宅間田

吉岡　満子

街かど gallery
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

神
様
に
初
詣
に
来
ま
し
た
と
鈴

を
振
り
、
清
々
し
い
気
持
で
一
年

間
無
事
に
過
ご
せ
た
感
謝
の
気
持

ち
と
新
年
の
健
康
と
平
安
を
お
祈

り
す
る
。

　
い
い
響
き
　
二
拍
の
音
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
詣

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

　
朱し

ゅ

色い
ろ

今
月
の
色視覚デザイン研究所

「和の色のものがたり」より

　
今
は
昔
の
…
…

　
　
　
　
　
　
　
深
町　

凖
之
助

も
ー
ぐ
ら
打
ち

も
ー
ぐ
ら
打
ち
の
十
四
日

声
を
ち
か
ら
に
藁わ
ら

を
く
く
り
付
け
た
竹
で

地じ
べ
た面
を
叩
く

も
ぐ
ら
は
あ
わ
て
る

こ
り
ゃ
か
な
わ
ん

逃
げ
ろ
逃
げ
ろ

―
―
人
間
ち
ゃ
ど
げ
な
こ
っ
で
ん

　
　

す
る
ば
い

　
　

何な
ん

ば
す
る
か
分
ら
ん

追
わ
れ
た
も
ぐ
ら
が
地
下
で

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る

一
月

空
か
ら
ふ
わ
り

雪
が
降
っ
て
く
る

赤
を
代
表
す
る
色
。
顔
料
の
朱
が
色
名
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
朱
色
は

古
代
よ
り
権
威
の
象
徴
。
鳥
居
の
色
、
印
鑑
に
使
う
朱
肉
の
色
で
す
。

　

ふ
だ
ん
は
悪
童
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
鎮
守
の

社
に
、
正
月
前
に
な
る
と
大
き
な
幟
が
立
っ
た
。
私
が
小

学
生
の
頃
元
日
は
登
校
日
、
雑
煮
も
そ
こ
そ
こ
に
学
校
へ
。

こ
の
日
の
先
生
は
い
つ
も
と
違
う
出
立
ち
で
校
長
先
生
は

正
装
、
男
先
生
は
背
広
で
威
厳
を
正
し
、
和
装
、
袴
姿
の

女
先
生
は
子
ど
も
の
目
に
も
艶あ

で

や
か
だ
っ
た
。
講
堂
で

　

年
の
始
め
の
た
め
し
と
て
…
「
一
月
一
日
」
を
力
い
っ

ぱ
い
歌
う
。
お
祝
い
に
紅
白
の
餅
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気

も
す
る
が
六
十
年
以
上
前
の
記
憶
は
い
ず
れ
も
お
ぼ
ろ
げ

だ
。
飛
ぶ
よ
う
に
家
へ
帰
る
と
お
年
玉
。
そ
の
後
晴
れ
着

に
着
替
え
て
家
族
揃
っ
て
初
詣
に
出
発
。
指
折
り
数
え
て

待
つ
正
月
は
子
ど
も
に
と
っ
て
一
年
で
一
番
楽
し
い
行
事

だ
っ
た
。

　

今
年
も
東
の
空
、
奥
八
女
の
山
並
み
か
ら
昇
る
日
の
出

は
朱
色
に
輝
き
私
た
ち
に
幸
せ
を
降
り
注
ぐ
。

お
土
産
の
一
例
に
な
り
ま
す
。

演　題　「孔門について」
講　師　合原　長俊    先生（元伝習館高校校長）
日　時　１月２３日（土）１３：３０〜
場　所　八女市社会福祉会館

黄櫨の会
公開講座

聴講無料
どなたもお気軽に

ご来場下さい
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

▪
黄
金
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

―
守
り
ぬ
か
れ
た
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
秘
宝
―

　

世
界
で
１
７
０
万
人
を
魅

了
し
た
秘
宝
、
遂
に
日
本
上

陸
！
古
代
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
各
地
で
栄
え
た
文
化
を
、

４
つ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

名
宝
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま

す
。
な
か
で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
北
部
の
テ
ィ
リ
ヤ
・
テ

ペ
か
ら
出
土
し
た
き
ら
び
や

か
な
黄
金
製
品
の
数
々
は
多

く
の
人
々
を
魅
了
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

会
期  

１
月
１
日
～
２
月
14
日

会
場  

九
州
国
立
博
物
館

観
覧
料　

一
般
１
４
０
０

円
（
１
２
０
０
円
）
高
大
生

９
０
０
円
（
７
０
０
円
）
小

中
生
５
０
０
円（
３
０
０
円
）

(　

)

内
前
売
り　

▪
特
別
展「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」

　

乱
世
を
勝
ち
抜
き
天
下

統
一
を
成
し
遂
げ
た
秦
の

始
皇
帝
は
み
ず
か
ら
の
巨

大
な
陵
墓
を
造
ら
せ
約
八
千

体
も
の
陶
製
の
軍
隊
「
兵
馬

俑
」
を
埋
め
さ
せ
ま
し
た
。

１
９
７
４
年
に
発
見
さ
れ
、

今
な
お
つ
づ
く
兵
馬
俑
の
発

掘
は
、
始
皇
帝
の
知
ら
れ
ざ

る
歴
史
を
次
々
と
明
ら
か
に

し
新
し
い
驚
き
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
本
展
で
は
始
皇

帝
と
秦
王
朝
に
ま
つ
わ
る
貴

重
な
文
物
を
一
堂
に
集
め
て

紹
介
し
ま
す
。

会
期  

３
月
15
日
～
６
月
12
日

会
場  

九
州
国
立
博
物
館

観
覧
料　

一
般
１
６
０
０

円
（
１
４
０
０
円
）
高
大
生

１
０
０
０
円
（
８
０
０
円
）

小
中
生
６
０
０
円
（
４
０
０

円
）（　

）
内
前
売
り
。

■
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ペ
ア
５
組
（
10
名
）
の
方

へ
。
希
望
の
方
は
住
所
、
氏
名

及
び
イ
ベ
ン
ト
名
明
記
の
上
㈱

東
兄
弟
へ
ハ
ガ
キ
で
応
募
下
さ

い
。
１
月
８
日
締
め
切
り
、
希

望
者
多
数
の
時
は
抽
選
に
よ
り

ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
発
送
を
も
っ

て
発
表
と
し
ま
す
。

正月にいただく大福茶
　長寿を表す言葉で、108 歳では「茶寿」とも
言います。「茶」という字は「くさかんむり」の
部分（十十）の 20 と下の部分（八十八）の 88
を足して 108 になるからだそうです。おいしい
お茶を飲み、健康で「茶寿」を祝いたいもので
すね。長生きのため、縁起の良い大福茶（おお
ぶくちゃ）のお話しをします。諸説ありますが、
元日の朝、最初に汲んだ水を沸かして淹れたお
茶の中に結び昆布と小粒の梅干を入れたものと
されるものが多いようです。由来は、村上天皇
( 平安時代 ) の時、京都に疫病が流行し、六波羅
蜜寺（当初は西光寺と称した）の空也上人が大ぶりの茶碗に梅干・結び
昆布を入れて人々に茶をふるまったところ疫病が落ち着き、村上天皇が
正月に同じようなお茶を服し、人々の無病息災を祈ったことから王服茶
となり、さらに福を招くに転じて「大福茶」になったと言われています。
現在も京都の六波羅蜜寺では正月三が日の間、「大福茶」がふるまわれ
ています。また、昆布は「よろこぶ」に通じ、梅干は、「しわがよるまで」
と長寿の願いが込められているとも言われています。
　淹れ方は、茶道流派、神社仏閣、地域によって様々ですが、茶碗に結
び昆布と小粒の梅干を入れ、煎茶か焙じ茶のどちらかを熱めに淹れます。
梅と昆布の香味を感じるおいしいお茶です。お正月はお屠蘇などを召し
上がる機会が多いと思いますが、「大福茶」をご家族団欒や車でお越し
になったお客様へのおもてなしとしていかがでしょうか。
※結び昆布のやさしい作り方　①「やさい昆布」など柔らかい昆布の入
手。②沸騰した湯で 1 分間煮る。③幅２㎝程度の帯状（昆布の長さ）に
切る。④端から結び目を適宜作る。（注意事項：昆布は長くないと結べ
ない。）　　　　　　　福岡県農林総合試験場八女分場長　仁田原　寿一

第６回八女茶で健康 知って得する郷土の食文化 ⑱ 　カブ（かぶら）
　カブは冬野菜の代表格で日本料理
にはなくてはならない材料のひとつ
です。アブラナ科に属し原産地は中
央アジアと欧州南部の二か所。日本
へは弥生時代に中国から入ってきた
と言われ、和種系と洋種系に分かれ
ます。根の形が鈴に似ているためス
ズナともよばれ、春の七草の１つに
数えられています。カブの根には動
脈硬化を防ぐ葉酸が豊富であり消化酵素のアミラーゼが含まれているの
で胃もたれの解消にもなります。葉にはカルシュウムやビタミン C が多
く含まれています。京都の千枚漬けや長野県の野沢菜が有名です。
＊カブとスモークサーモンの重ね漬け
■材料　カブ２個、スモークサーモン７〜８枚、甘酢（酢 50㏄、砂糖
大さじ１、塩小さじ１/ ２）
■作り方　①カブの皮を厚めに剥き縦半分に切り薄くスライスしてポリ
袋に入れ、砂糖大さじ１を良くまぶしてしんなりさせる。
②しんなりしたカブにサーモンをサンドイッチ状に挟み、段々に重ねて
入れ甘酢を注ぎ、空気を抜いて 30 分ほどおく。カブの葉も一緒に漬け
ると彩りがきれいです。
＊カブの皮のきんぴら
■材料　カブの皮２個分、寿司揚げ１枚、人参 50g、薄口醤油大さじ１、
みりん大さじ２、鷹の爪適宜、油大さじ１　
■作り方　①カブの皮は５ミリ位の斜め切りにする。人参は千切り、揚
げは半分に切って千切りにする。
②材料全部を油で炒め、薄口醤油、みりん、鷹の爪で味を付け、蒸し煮
にする。 （葉があれば洗ってしっかり水気を切り、茎からしごいて一緒
に煮る。味が薄くなる場合があるので味を確かめる）
＊赤カブの酢漬け
■材料　赤カブ１個、　出汁昆布（５㎝角）１枚、鷹の爪少々
■作り方　赤カブは四つ割りにして薄く切る。昆布はハサミで５ミリ位
に切る。鷹の爪も輪切りにし、ポリ袋に全部を入れ甘酢に漬ける。（30
分もすれば食べられます）

郷土料理研究家　樋口　愛子（八女市）

●健康の原点
　健康とはなにか…？
　この定義については色々あるかと思いま
すが、ひと言で表現すると「全身の血液が
サラサラと流れる」というのが、もっとも
わかりやすいと思います。
　実際、血液は全身の組織に酸素と栄養素を運ぶ働きをしており、血液
が順調に流れてこないと、その先の組織にさまざまな変化が生じてきま
す。例えば、その部分が萎縮したり、組織が壊れて潰瘍が生じたり、さ
らには壊死を起こして脱落することもあります。このようにすべての病
気は、まず血液の流れが滞ることから生じてきます。ところで全身の血
管にはすべて神経が伴走しています。言い換えると、血管を監督するよ
うに常に神経が張り付いていて、この神経の働きによって血管は開いた
り、縮んだりするのです。そして、この神経は心のありよう、いわゆる
精神状態によって大きく左右されます。例えば、緊張したり、不快だっ
たり、いわゆるストレスがあるときには交感神経と呼ばれる神経が優位
に働くので、血管が狭くなり血液の流れが悪くなります。反対に、楽し
かったり、のんびりしたり、リラックスしているときには副交感神経と
呼ばれる神経が主導となるので、血管は開き血液の流れは良くなります。
ここまでわかれば、どのような状態が身体に悪いかは明白です。不快や
不安、イライラなどのストレスは血管を狭めて血液の流れを悪くするの
ですから、極力避けるように……、逆に、楽しく陽気なときには血管が
開いて血液の流れが良くなるのですから、常にそのような状態でいるよ
うに努めることが大切です。そして、これこそが “ 健康の原点 ” でもあ
るのです。
　この単純で重大なことを忘れないように、そして気持ちの落ち込みそ
うなときには必ずこのことを思い出すようにして、長生きしてください。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　⑬

１月の道の駅たちばな

矢部川源流・杣の里の四季　�
ウシハコベ（牛繁縷）[ナデシコ科]

　ウシハコベは路傍や林縁、畑のあぜ道、空き地などに普通に見られる。
秋に発芽し早春に開花するが、年中見かける。花は５枚の花弁が深く２
つに分かれているので、
10 枚に見える。ハコベ
は雌しべの柱頭（先端）
が ３ 本 に 分 か れ る が、
このウシハコベは５本
ある。ウシハコベはハ
コベより大型でムギ類
の栽培と共に伝来した
帰化植物である。
　（黒木町）松尾　重根
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年末年始のお休み　12月31日～１月３日
1月の店休日　1月13日 第２水曜日
初売り　１月４日　甘酒の振舞い
　　　　　　＊なくなり次第終了
　　　　10：30　青年部餅つき（振舞い）
　　　　　　＊なくなり次第終了
1月7日　七草粥の振舞い
　　　　　　＊なくなり次第終了
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幸せに過ごせますように

昆布は長く使い、結び目を作る


